
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
１
月
26
日
、
災
害

か
ら
文
化
財
を
守
る
想
定
訓
練
が
森
吉
地
区

（
龍
淵
寺
）
と
鷹
巣
地
区
（
鷹
巣
神
社
）
で
行

わ
れ
、地
区
住
民
や
消
防
機
関
な
ど
が
参
加
し
、

文
化
財
愛
護
思
想
と
防
災
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26

日
に
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
30
年
に
制
定

さ
れ
、
毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
全
国
各
地
で

文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
20
日
か
ら
27
日
の
期
間
で
、

合
川
地
区
（
福
田
獅
子
舞
伝
承
館
）、
阿
仁
地

区
（
愛
宕
神
社
・
稲
荷
神
社
周
辺
）
の
火
災

想
定
訓
練
や
、
胡
桃
館
収
蔵
庫
（
綴
子
）、
長

岐
邸
（
七
日
市
）
な
ど
６
カ
所
の
防
火
査
察

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
保
護
者
が
悩
み
を
語
り
合
う

『
し
ゃ
べ
る
べ
の
会
』
が
、
１
月
18
日
、
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
え
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
障
が
い
の
子
を
も
つ
親
が
、

お
互
い
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
話
し
、

聞
く
こ
と
で
、
学
習
を
深
め
解
決
に
結
び
つ

け
て
い
こ
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
会
員
の
ほ
か
津
谷
市
長
と
市

の
担
当
者
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
参
加
者
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
を

し
な
が
ら
現
況
を
報
告
。
続
い
て
会
員
ら
は
、

災
害
時
の
避
難
所
の
確
保
や
、
障
が
い
者
が

気
軽
に
行
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
充
実
、
雇
用
機
会

の
提
供
な
ど
の
話
題
で
積
極
的
な
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
県
立
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
・

生
徒
数
７
６
２
人
）
の
カ
ル
タ
大
会
が
２
月

６
日
、
同
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
、
生
徒
た

ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
百
人
一
首
に
親
し
み
な
が
ら

古
典
の
世
界
を
学
び
日
本
の
よ
き
伝
統
の
継

承
と
学
年
を
越
え
た
親
睦
を
図
ろ
う
と
開
催
。

統
合
前
の
米
内
沢
高
校
の
伝
統
行
事
を
継
承

し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
、
同
校
の
１
・
２
年
生
が
参

加
し
、
14
ク
ラ
ス
に
よ
る
対
抗
戦
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
札

を
凝
視
し
、
気
合
を
入
れ
て
身
を
乗
り
だ
し

た
り
、
上
の
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
素
早

く
反
応
し
て
下
の
句
の
書
か
れ
て
い
る
札
に

手
を
伸
ば
し
た
り
し
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情

で
札
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
小
笠
原
正
一

さ
ん
（
88
歳
）＝
前
山
＝
が
こ
の
ほ
ど
高
齢
者

叙
勲
の
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
、
1
月
24
日
、

市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
長
男
の
小
笠
原
正
耕
さ
ん

（
57
歳
）
が
代
理
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
公
共
の
た
め
に
貢
献
さ

れ
た
各
界
の
功
労
者
の
う
ち
、
春
秋
叙
勲
で

勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
方
で
88
歳
に
達

し
た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。   

　
小
笠
原
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
12
月
に
七
座

村
消
防
団
に
入
団
、
昭
和
30
年
か
ら
は
町
村

合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
消
防
団
の
所
属
と
な
り
、

退
職
さ
れ
る
昭
和
57
年
3
月
ま
で
36
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
消
防
団
員
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
間
、
副
分
団
長
や
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
26
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
選
手
た
ち
が
２
月

15
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
虻
川
副
市
長
に
大

会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
発

掘
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
24
年
12
月
25
日
か

ら
28
日
ま
で
大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
、
男
子

で
は
鷹
巣
中
学
校
３
年
の
鈴
木
祐
貴
選
手
、

畠
山
晶
選
手
、
佐
藤
築
選
手
、
女
子
で
は
鷹

巣
南
中
学
校
３
年
の
中
田
紫
乃
選
手
が
秋
田

県
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
活
躍
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
、
中
田
選
手
が
将
来
に
期
待
す
る

選
手
に
贈
ら
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ・
Ｊ
Ｖ
Ａ
カ
ッ
プ
」、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
」、「
大
阪
府
知
事

賞
」
に
、
鈴
木
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望

選
手
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
区
の
社
寺
で
２
月
１
日
、
恒
例

の
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
一
年
の
無

事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
鷹
巣
神
社
で
行
な
わ
れ
た
33

歳
厄
払
い
祈
願
式
に
は
23
人
が
出
席
。
同
神

社
で
は
黒
留
袖
に
丸
髷
（
ま
げ
）
姿
で
参
加

す
る
女
性
が
多
い
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
ス

タ
イ
ル
で
お
参
り
す
る
女
性
た
ち
を
写
真
に

収
め
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
カ

メ
ラ
マ
ン
が
大
勢
訪
れ
る
の
も
毎
年
の
風
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鷹
巣
神
社
で
の
祈
祷
を
済
ま
せ
た
女
性
た

ち
は
、
通
称
「
女
の
神
様
」
と
し
て
知
ら
れ

る
元
町
の
三
吉
神
社
に
も
お
参
り
。こ
の
あ
と
、

中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
一
役
買

お
う
と
、
鷹
巣
駅
前
の
目
抜
き
通
り
を
行
進

し
ま
し
た
。

▲龍淵寺で行われた訓練には、地域住民、消
防団など約50人が参加

貴重な文化財を後世へ ●平成25年文化財防火デー想定訓練

▲津谷市長に障がい者が抱える悩みや思いを
話す参加者

お互いの悩みを語り合う ●市障害者生活支援センター「ささえ」

▲秋田北鷹高校の１・2年生約500人が参加
したカルタ大会

百人一首で日本の伝統に触れる ●秋田北鷹高校カルタ大会

▲長谷部勝・北秋田地域振興局長から叙勲の
伝達を代理で受ける長男の小笠原正耕さん

長年にわたり消防団活動に尽力 ●小笠原正一さんに高齢者叙勲

▲秋田県選抜チームで活躍した（右から）　
中田選手、佐藤選手、畠山選手、鈴木選手

将来の活躍に大きな期待 ●全国都道府県対抗中学バレーボール大会

▲黒留袖に丸髷（まげ）姿で中心商店街を行
進する33歳厄年の女性

あで姿でにぎわいづくりに一役 ●各社寺で厄払い祈願

ゆ
う
き

き
ず
く

し
ょ
う

し  

の
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